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1 はじめに
非常持ち出し袋は発災直後の避難時の最小限の持ち物
をまとめたものであるが，災害の規模や具体的な被害は
予測できないため，非常持ち出し袋の中身に正解はな
い．一方，Webサイトやチェックリストで紹介されてい
る非常持ち出し品の種類は膨大で，重量制限内で個人に
適した選択をすることが難しい．非常持ち出し袋の中身
決定をナップサック問題として解決する方法もあるが
[1]，容量を超えないことを重視している影響で，重くて
価値の大きい品物が選択される確率が低くなるという点
が指摘されている．そのため，ユーザが適していると考
える非常持ち出し品が選ばれない可能性がある．
また，被災状況を具体的にイメージすることが非常持
ち出し袋の作成において重要とされているが，知識は人
により異なり，必要な状況を見落とす可能性がある．
そこで本研究では，ユーザに仮想的に非常持ち出し袋
を作成させ，自身が作成した非常持ち出し袋では対応で
きない状況を提示し，未考慮の状況への気づきを与える
非常持ち出し袋作成支援システムを提案する．このシス
テムにより，個人に適した非常持ち出し袋を考えやすく
するだけでなく，災害時において自分自身の力によっ
て，冷静に，柔軟に対応ができるための自己対応能力
[2]や，被災状況に対する想像力 [3]の向上を目指す.
2 提案システムの概要
2.1 非常持ち出し袋作成
提案システムは，ユーザが重量や容量の制限を考慮し
ながら仮想的に非常持ち出し袋を作成できるように設計
した．図 1に示すように，災害時に必要となる多様な品
目を含んだ非常持ち出し品リストと作成中の非常持ち出
し袋を表示する．非常持ち出し品リストは，ユーザが必
要な品目を多角的に検討できるよう，多様な品目を網羅
的に 77品選定した．重量および容量については，実際
に測定したデータやWebサイトに記載されている情報
を基に設定している．様々な大きさがある品物について
は，一般的に非常持ち出し袋に入っていると考えられる
大きさを参考にした．リストに記載されている各非常持
ち出し品と作成中の非常持ち出し袋には重量と容量が付
記されている．これにより，ユーザは重量だけでなく容
量制限を考慮しながら，現実的な非常持ち出し袋を作成
できる．
2.2 対応不可な状況提示
提案システムでは，図 2に示した対応不可な状況提示
画面のように，ユーザが作成した非常持ち出し袋では
対応できない状況をランダムに提示する．本研究では，
ユーザが特定の非常持ち出し品を持っておらず，それに
よって問題が発生する状況を対応できない状況と定義す
る．対応不可な状況提示の表示内容は，これまでに実際
に発生した災害で被災した方の体験談や報告例，事例を
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図 1 非常持ち出し袋作成画面

図 2 対応不可な状況提示画面
基にして 30件設計した．また，対応不可な状況を最後
まで確認した後に，再び非常持ち出し袋作成画面に戻り
作成し直す，あるいは作成を完了して終了する選択がで
きる．これにより，ユーザは試行錯誤を通じて最適な非
常持ち出し袋を作成することが可能となる．
3 実験と考察
3.1 実験概要
対応不可な状況を提示しない比較システムとの比較実
験により，システムの有効性を検証する.被験者は 20代
の男性 12 名，女性 11 名である．被験者への指示の中
で，システムは 1人用であるため，家族と一緒に住んで
いる場合でも家族のための物は考えず，自分 1人に必要
な物を考えてくださいと伝えた．また，条件を統一する
ため，10kgの非常持ち出し袋を背負って走れる前提で 1
人用の非常持ち出し袋の作成を指示した．
被験者はまず事前アンケートに回答し，実験の全体説
明を聞く．次に，比較システムの使い方の説明を聞き，
非常持ち出し袋作成画面で仮想的に非常持ち出し袋を作
成する．そして，実験後アンケート Aに回答する．続
いて，提案システムの使い方の説明を聞き，対応不可
な状況提示画面を見ながら，再度仮想的に非常持ち出
し袋を作成する．最後に実験後アンケート Bに回答す
る．図 2に示した提案システムの対応不可な状況提示画
面では，ユーザが未考慮の状況に気づいた場合にチェッ
クボックスにチェックを入れるよう依頼した．さらに，
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表 1 非常持ち出し袋の考えやすさについての評価
システム 評価分布 中央値 最頻値

1 2 3 4 5 6
比較 0 2 2 7 9 3 5 5
提案 0 0 1 1 13 8 5 5

システム利用中には使用ブラウザの別タブや，他のブラ
ウザを起動してWebサイトを自由に調べて参考にする
ことを許可した．加えて，検索機能を必ずしも使用せず
に，非常持ち出し袋作成画面のみを利用しても良いとも
伝えた．ただし，メールや SNSにより誰かと相談する
ことは不許可とした．
3.2 結果と考察
被災状況想像力を測るアンケート結果から，システム
を使用して仮想的に非常持ち出し袋を作成することによ
り，災害時に必要となる物資の具体的なイメージ形成が
促進されることが分かった．また，災害時の人々の行動
や災害時の自身の対応などの災害時の行動に関する具体
的なイメージ形成は，対応不可な状況提示により，さら
に効果が高まる可能性があることが分かった．一方で，
仮想的な非常持ち出し袋作成や対応不可な状況提示によ
り，自身の住んでいる町の被災状況を具体的にイメージ
できるようになることは確認できなかった．この理由に
は，提案システムは地域全体の被災状況を網羅的に示す
のではなく，避難所等における具体的な事象に絞った情
報提供を行っていることが要因と考えられる．
自己対応能力に関するアンケート結果からは，提案シ
ステムは災害時の冷静さや柔軟性を向上させる可能性が
あることが明らかになった．向上の理由は，対応不可な
状況提示によって，災害時の予期せぬ事態を事前に知る
ことが出来たためであると考えられる．しかし，自身が
生き延びられるという自信や精神的な強さを高める効果
は確認できなかった．この理由には，提案システムは実
際の災害状況を体験することなく，対応不可な状況提示
を通じてのみ対応力を高めることを目的としているた
め，自己の生存に対する自信や精神的な強さの向上への
効果は限定的であることが挙げられる．
非常持ち出し袋の中身を変更したと回答した被験者は

23名中 21名であった．また，中身を変更しなかった被
験者も，状況の優先度を考慮しており，提示が選択の検
討に寄与していたことが分かった．さらに，対応不可な
状況の提示は，被験者全員に未考慮の状況を提示するこ
とができた．
アンケート項目 (1)「自分に適した非常持ち出し袋を
考えやすかった」の評価分布を表 1 に示す．評価結果
は，両システムの中央値と最頻値がともに 5であった．
しかし，分布に着目すると，比較システムでは 3や 4の
評価が一定数存在するのに対し，提案システムでは評価
5以上が多数を占めていることが確認できる．この項目
の回答に Wilcoxon の符号付順位検定を行ったところ，
有意水準 1%で有意差が認められた．したがって，対応
不可な状況提示により，個人に適した非常持ち出し袋を
考えやすくなることが明らかになった．
アンケート項目 (2)「対応できない状況の提示は，非
常持ち出し袋を考える助けになった」，(3)「対応できな
い状況の提示の情報量の多さは適切だった」の評価分布

表 2 対応不可な状況提示の妥当性についての評価
質問項目 評価分布 中央値 最頻値

1 2 3 4 5 6
(2) 0 0 0 1 8 14 6 6
(3) 0 1 0 2 9 11 5 6

を表 2に示す．
項目 (2)に対する評価結果は，中央値と最頻値がとも

に 6であった．また，自由記述回答において「自分が想
定していない状況を知れたのはもちろん，必要だと思っ
て入れてたものの個数が足りなかったケースもあって気
づきを得れた．」「Webで調べても思いつかなかったよう
な状況を教えてくれたため．」「実際の体験談を基にした
フィードバックがあったので，より実際の事として捉え
やすくなった．」などの記述が得られた．これらのこと
から，対応不可な状況の提示は，非常持ち出し袋を考え
る助けになることが分かった．また，自由記述回答か
ら，事例を基にした状況提示は，実際の被災状況を想像
する助けとなることが示された．これは，具体的な被災
事例に基づく状況提示が，ユーザの実践的な想像力を刺
激し，より現実的な防災準備を促進したためと考えら
れる．
項目 (3)に対する評価結果は，中央値が 5，最頻値が

6であった．また，自由記述回答において「少なくも多
くもないと感じた．」「その状況を想像しやすい内容の文
章だったと思う．」「長すぎず，簡潔にその状況のイメー
ジがつくような提示であった．」などの記述が得られた．
これらのことから，対応不可な状況提示の情報量の多さ
は適切であるということが示された．これはユーザが必
要以上の情報に混乱することなく，状況の要点を理解で
きたことを表している．
以上の結果から，提案システムは制限内で個人に適し
た非常持ち出し袋の作成を支援し，気づきを与える手段
として有効であると考えられる．
4 おわりに
本研究では，ユーザが仮想的に作成した非常持ち出し
袋では対応できない状況を提示する非常持ち出し袋作成
支援システムを開発した．比較実験の結果，対応不可な
状況の提示は，ユーザに未考慮の状況を提示することが
でき，個人に適した非常持ち出し袋を考えやすくするこ
とが明らかになった．また，被災状況想像力，自己対応
能力の一部の項目が向上した．
今後の課題として，より直観的に理解しやすいインタ
フェースの実現や，非常持ち出し袋の作成を効率化する
ための機能追加が挙げられる．また，本研究では対応不
可な状況提示の有無による比較にとどまっており，本手
法が最適な支援方法であるかは未だ明らかではない．今
後は，リスク認知に働きかける心理学的手法を取り入
れ，より効果的な提示方法の検討が必要である．
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